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1 Ma-3　　 阪神大震災後 の衣生活に関する危機管理について

静 岡県 と兵庫県での 追跡的調査

○ 大 村知 子＊　木 岡悦 子＊＊ 森　 由 紀＊＊（＊静 岡 大 、＊＊甲南女大 短 大 ）

目的 阪神・淡路大地震の被災状況はまだ記憶に生々しいが､ 地震対策先進県といわれていた静岡

県と被災地では、それまでの危機管理や防災意識にも差があることを知った。私どもは被災者の衣生

活行動の経時変化について前回報告したが､ 被災体験や災害情報がその後の衣生活の防災や危機管

理に活かされているかについては、まだ明らかではない。そこで、震災後の衣生活の危機管理に関

する実態を把握し、今後どこで被災するかもしれないこのような災害に対する衣生活の備えに資する

ことを目的に、追跡的調査を実施した。

方法 調査は1996 年1月（阪神大震災1年後）に静岡県と兵庫県、1996 年7月に静岡県、1997 年1月

に静岡県と兵庫県において、両県に居住または通勤･ 通学する男女720 名を対象に実施した。調査方

法は、アンケート形式による質問紙調査で、調査内容は、防災や災害に関する家族の対応、衣生活の危

機管理に関する実態、衣生活行動に関わる基本属性など、29 項目であった。

結果 地震について全く話し合ったことがない家族は、震災1 年後、1年6ヵ月後いずれの調査でも約1 割

だったが､ 緊急時の連絡方法を家族で話し合っている者は４割であった。何らかの非常用品の備蓄率は

約9 割だが、半数以上が用意していたのは懐中電灯やラジオだけで､ 水の備蓄は1/3程度､ 非常用衣類を

用意している者は1 割以下であった。静岡県では11% の者が震災以前から非常用衣類を用意していたの

に対して、兵庫県では皆無で、地震後からは用意している者が13% という実態が1年後の調査でわかった。

1 Ma －4 中・高年女子にみるリュックサックの有用性について

○木岡悦子＊　　森　由紀＊　　大村知子¨

(＊甲南女大短大、　¨ 静岡大)

目的　　 手提げに比しリュックサックによる背負い形式の有用性を、すでに若年女子を

対象とした実験をもとに報告した。本報では中・高年女子を対象に、人体体型・歩行姿勢

の特徴とリュックサックの形態等の関係について実験ならびに観察を行い検討した。背負

い形式が中・高年のからだと心にどのような関わりをもつか、ライフスタイルとの関連も

併せて考察した。

方法　　65 歳未満11 名、65歳以上９名、計20名の中高年女子を被検者とした。素材及び

肩 ひも等形態の異なるＡ・Ｂのリュックサック、いずれも^ ん9を背負い、肩部、前陳商部、

腰椎部など４点における歩行時の加重圧を測定するとともに、階段昇降を含む歩行実験を

行い、その間の血圧・脈拍数の変化および姿勢分析から生理的側面を検討した。各被検者

ごとにＡ・B2 タイプのリュックサックの背負い心地について聞き取り調査をして、それ

らとの関連性を検討した。

結果　　 単純デザインであるリュックサックＢにおける前旅寓部への加重圧が大きく、

Ａ・Ｂ間に有意な差が認められた。歩行前に対する歩行後の脈拍数の上昇率は、リュック

サックＢにおいてＡより高い傾向がみられた。しかし、被検者の体型的特徴によって２種

のリュックサックに対する着用感には相反する結果が得られた。背部の特徴的形状、歩行

の安全等を考慮に入れた中・高年のための機能的なリュックサック設計の必要性が認めら

れた。リュック使用の中・高年のライフスタイルから心身の健康への多くの示唆が得られ

た。
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